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１．活動が必要とされた状況 

緑が多く残る狭山市内でも自然の中で遊ぶ機会が少なくなり、とくに保護者の世代でも

幼少期に自然体験をしたことがなく、どうやって子どもたちに自然体験をさせてあげたら

いいのか分からないという声があった。 

そこで、自然の中で思いっきりあそべる環境とプログラムを提供することで、人として

大切な情操を育み、親子の絆を深める機会となると考えた。 

 

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内容など） 

日 程 参加人数 活動内容 

5/9(土) 21 人 林あそび 春の林探検 生き物探し 

5/24(日) 45 人 林あそび おいしい林 ピザ焼き 

6/14(日) 53 人 川あそび カヌーに乗って楽しもう 1 

7/11(土) 58 人 川あそび カヌーに乗って楽しもう２ 

10/24(土) 46 人 林あそび 林の保全体験とピザ焼き 

10/31 (土) 41 人 林あそび 林の保全体験とパン焼き 

 

３．活動の成果 

 昨年度より実施日を１日減らしたが、参加者数は同数の 264 人であった。また、キャン

セルを含める申込み人数は 310 人と、昨年を越える問合せがあった。川あそびの回は天候

に恵まれ、多くの親子が水に親しむことができた。埼玉県内の広くから参加者があり、毎

年確実に周知が拡大されていることを実感できた。保護者同士の口コミからの参加や、家

族の交流もあり、気軽に自然に親しむ環境を提供できたと実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後に残された課題 

 入門編であるこの事業は、自然体験・保護保全の裾野を広げるための位置づけで、今後

も長く続けていく必要がある。また、入門編から次のステップの受け皿としての、小学生

たちの自然体験活動のプログラムも準備し、対象者を増やしていきたい。広報活動量に比

例して参加者があつまるようになったので、今後も県内広くにチラシを配布したい。 


